
社協だより 第５０号（ 1 ）

令和5 年4 月より、お手伝いサービス事業「中島よ

かっぺ助け隊」が中島村で始まりました。

「中島よかっぺ助け隊」は“困った時はお互いさま”の

精神から生まれた『有償ボランティア事業』です。

現在、ボランティアをしてくれる「お助け隊員」25

名が掃除やゴミ出し、買い物等、日常生活の“ちょっと

した困りごと”のお手伝いを行っています。

〒961-0102 中島村大字滑津字二ツ山６５－３（中島村総合福祉センター内）

☎0248-52-3400 FAX 0248-51-1772

E-Mail soumu@nakajima-shakyo.or.jp 編集発行／社会福祉法人中島村社会福祉協議会

この広報の製作費は、社協会員会費及び共同募金配分金を活用させていただいております。
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社協だより 第５０号（ 2 ）社協だより （２） 第５０号 

 

  

  

１１．．組組織織のの体体制制のの強強化化にに努努めめまますす。。  

（１）理事会・評議員会・監事会の開催 

（２）評議員選任・解任委員会の開催 

（３）各福祉団体及び関係機関（保健福祉課・医療機関等）との連携強化 

（４）研修会等への参加による資質の向上 

（５）一般会員、特別会員の加入促進 

（６）介護保険事業、介護予防・日常生活支援総合事業、障害者自立支援事業の健全経営 

 

２２．．介介護護保保険険事事業業のの充充実実にに努努めめまますす。。  

（１）居宅介護支援事業所の経営 

（２）通所介護事業所（デイサービス）の経営 

（３）第１号通所事業（デイサービス）の経営 

 

３３．．地地域域包包括括支支援援セセンンタターーのの充充実実にに努努めめまますす。。  

（１）介護予防支援･介護予防ケアマネジメント事業 

（２）総合相談事業 

（３）権利擁護事業 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント事業 

（５）認知症施策推進事業 

（６）生活支援体制整備事業 

（７）地域ケア会議の推進 

 

４４．．福福祉祉セセンンタターーのの運運営営管管理理にに努努めめまますす。。    

（１）福祉センターの管理運営の受託  

（２）在宅介護支援センターの管理受託          

（３）ふれあいの家の管理受託 

令和６年度 事業計画 

（デイサービス） 

（高齢者のサロン活動） 



社協だより 第５０号（ 3 ）社協だより （３） 第５０号 

５５．．在在宅宅福福祉祉ササーービビススのの充充実実にに努努めめまますす。。  

（１）福祉機器貸出事業の実施 

（２）車いす送迎車貸出事業の実施 

（３）配食サービス事業の実施 

（４）福祉有償運送事業の実施                         

（５）生きがい対応型デイサービス事業の受託  

（６）外出支援サービス事業の受託 

（７）高齢者世帯訪問事業の受託               

（８）買物ツアー事業の実施 

（９）簡易型自動録音機貸与事業 

 

                                                      

６６．．地地域域福福祉祉ササーービビススのの充充実実にに努努めめまますす。。  

（１）心配ごと相談所の開設 

（２）生活福祉資金貸付事業の受託（県社協） 

（３）生活援助資金貸付事業 

（４）あんしんサポート事業の受託（県社協） 

（５）福祉バス貸出事業の実施 

（６）百歳賀寿贈呈事業の実施  

（７）実習生受け入れ事業の実施  

  

７７．．社社会会福福祉祉のの広広報報・・啓啓蒙蒙活活動動のの充充実実をを図図りり、、地地域域福福祉祉のの推推進進にに努努めめまますす。。 

（１）福祉まつりの開催 

（２）グラウンドゴルフ大会、ニュースポーツ大会等の実施 

（３）社協だよりの発行 

（４）ホームページ・フェイスブックの活用                                        

  

８８．．ボボラランンテティィアア活活動動のの推推進進にに努努めめまますす。。    

（１）ボランティアセンターの充実 

（２）ボランティア活動普及事業の実施 

（３）福祉ボランティアポイント事業の実施 

（４）学習支援ボランティア活動の協力 

（５）ボランティア研修等への参加 

（６）災害ボランティアセンターの充実 

（７）災害時の協力 

  

９９．．共共同同募募金金事事業業にに協協力力しし福福祉祉事事業業をを推推進進ししまますす。。  

（１）赤い羽根共同募金運動の推進 

（２）歳末たすけあい募金運動の推進  

  

１１００．．福福祉祉団団体体活活動動のの援援助助協協力力にに努努めめまますす。。 

（１）老人クラブ連合会に対する援助協力 

（２）遺族会に対する援助協力 

（３）シルバー人材センターに対する援助協力  

 

（福祉機器貸出） 

（車いす送迎車貸出） 

（買い物ツアー） 

（心配ごと相談所） 

（ボランティア活動） 

（赤い羽根共同募金運動） 
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【総括表】 (単位:千円) 

拠点
区分 

サービス区分 前年度予算額① 当初予算額② 増減額（②－①） 増減率 

社会福祉事業（全体） １５８，４３８ １６６，４７５ ８０，３７ ５．１% 

地 
域 
福 
祉 
事 
業 

法人運営事業 ６，６４２ ５，８２５ △８１７ △１２．３%
福祉活動専門員等設置事業 ２７，８０２ ２７，５０８ △２９４ △１．１%
福祉センター管理運営事業 ４１，１６５ ４２，０８２ ９１７ ２．２% 
在宅介護支援センター管理運営事業 ３９１ １１４ △２７７ △７０．８%
ふれあいの家管理運営事業 ８６３ ８５６ △７ △０．８%
高齢者世帯訪問事業 ４７ ５５ ８ １７．０% 
地域包括支援センター事業 １９，５８９ ２０，５３８ ９４９ ４．８% 
生活援助資金貸付事業 ６７１ ６７１ ０ ０．０% 

小 計 ９７，１７０ ９７，６４９ ４７９ ０．５% 
介 
護 
保 
険 
事 
業 

介護予防支援事業 ５，７９８ ６，２３１ ４３３ ７．５％ 
居宅介護支援事業 １２，５０８ １８，５５２ ６，０４４ ４８．３% 
訪問介護事業 ９，７８７ １１，９８６ ２，１９９ ２２．５% 
通所介護事業 ３３，１７５ ３２，０５７ △１，１１８ △３．４%

小 計 ６１，２６８ ６８，８２６ ７，５５８ １２．３% 

【一般会計予算書】 
１．収 入  （単位：千円） ２．支 出 （単位：千円） 

大  区  分 予 算 額 
１．人件費支出 ７１，５８９ 
２．事業費支出 ４０，１８１ 
３．事務費支出 ２０，９０３ 
４．貸付事業等支出 ６７１ 
５．共同募金配分金事業費 １、５２９ 
６．助成金支出 ７５ 
７．負担金支出 ５０ 
８．固定資産取得支出及び繰入支出 ２ 
９．積立資産支出 １４，３８１ 
10．サービス区分間繰入金支出 １１，９８６ 
11．その他の活動による支出 ４，５１７ 
予備費 ５９１ 

合 計 １６６，４７５ 

大  区  分 予 算 額 
１．会費収入 １，５０８ 
２．寄附金収入 ２ 
３．経常経費補助金収入 ２８，３５７ 
４．受託金収入 ６４，８００ 
５．貸付事業収入 ４９６ 
６．事業収入 ３０４ 
７．介護保険事業収入 ３２，３５１ 
８．障害福祉サービス等事業収入 ２ 
９．受取利息配分金収入 １ 
10．その他の収入 １ 
11．施設整備等補助金収入 １ 
12．施設整備等寄付金収入 １ 
13．積立資産取崩収入 １３，０９０ 
14．サービス区分間繰入金収入 １１，９８６ 
前期末支払資金残高 １３，５７５ 

合 計 １６６，４７５ 

令和６年度 予算書 
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１１．．組組織織のの体体制制のの強強化化    

（１）理事会 ４回、評議員会 ３回、監事会 １回 

（２）評議員選任・解任委員会 ０回 

（３）外部会計監査 ３回 

（４）一般会員 １，０５８件 ・ 特別会員 ４５件 

２２．．介介護護保保険険事事業業のの充充実実  

（１）居宅介護支援事業（利用者延べ数 ５３７名 

（訪問調査利用者数 １２２名） 

（２）訪問介護事業（利用者延べ数 １，４８０名） 

（３）第１号訪問事業（利用者延べ数 ３１７名）  

（４）通所介護事業（利用者延べ数 ２，３８１名）  

（５）第１号通所事業（利用者延べ数 ８９５名）  

３３．．障障害害者者自自立立支支援援事事業業のの充充実実

（１）移動支援事業（活動回数 ５回） 

４４．．地地域域包包括括支支援援セセンンタターーのの充充実実                       

（１）介護予防支援･介護予防ケアマネジメント事業（利用者延べ数 ５８２名）  

（２）総合相談事業（相談件数 １，４９２件 ） 

（３）権利擁護事業（高齢者虐待への対応等）  

（４）包括的・継続的ケアマネジメント事業 

（５）認知症施策推進事業（認知症見守り事業の実施） 

（ふれあいカフェ(認知症カフェ)の実施） 

（６）生活支援体制整備事業（よかっぺ会開催 ２回） 

  （お手伝いサービス事業「中島村よかっぺ助け隊」の運営） 

（７）地域ケア会議の推進（自立支援型地域ケア会議開催 ２回） 

（地域包括ケア会議開催 ４回） 

５５．．福福祉祉セセンンタターーのの運運営営管管理理  

（１）福祉センターの管理運営の受託 

（利用者数 ２８，１６１名） 

（２）ふれあいの家の管理受託 

（利用者数 １９５名 宿泊者数 ３１名）         

令令和和５５年年度度  事事業業実実績績  

（郡山ヤクルト販売㈱より寄附） 

（冬至のゆず湯） 

（デイサービス慰問：保育所） 

（デイサービス利用者） 

（ふれあいカフェ） 
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社協だより （６） 第５０号 

６．在宅福祉サービスの充実 
（１）福祉機器貸出事業（車いす １４件） 
（２）車いす送迎車貸出事業（利用者延べ数 ５１名） 
（３）配食サービス事業（利用者延べ数 ２９８名） 
（４）福祉有償運送事業（利用者延べ数 ２９名） 
（５）軽度生活支援事業（訪問件数 ３５件） 
（６）外出支援サービス事業 
  （利用回数：通院送迎 ５３回 ステップアップ事業送迎 １，１６４回） 
（７）高齢者世帯訪問事業（利用者延べ数 ８５５名） 
（８）買い物ツアー事業（利用者延べ数 １０８名） 
（９）簡易型自動録音機貸与事業（利用者延べ数 ７名） 

７．地域福祉サービスの充実 
（１）心配ごと相談所（無料法律相談）（相談件数 １５件） 
（２）生活福祉資金貸付事業（貸付者 ９名） 
（３）生活援助資金貸付事業（貸付者 ８名） 
（４）あんしんサポート事業（利用者延べ数 ６名）  
（５）福祉バス貸出事業（貸出件数 １４件） 
（６）百歳賀寿贈呈事業（対象者 ２名）  
（７）実習生受け入れ事業の実施（受け入れ人数 １名）  
８．社会福祉の広報・啓蒙活動の充実を図り、地域福祉の推進 
（１）福祉まつり（１１月） 
（２）グラウンドゴルフ大会（８月） 
（３）ニュースポーツ大会（１２月） 
（４）社協だよりの発行（９月、４月） 
（５）ホームページ・フェイスブックの活用 

９．ボランティア活動の推進  
（１）ボランティアセンターの充実 登録者数 （①個人 ２８名 ②団体 ９団体） 
（２）ボランティア活動普及事業（①滑津小学校 ②吉子川小学校） 
（３）学習支援ボランティア活動（実施日数 ５日） 
（４）災害ボランティアセンターの充実 

10．共同募金事業に協力し福祉事業を推進 
（１）赤い羽根共同募金運動の推進（１０月～３月） 
（２）歳末たすけあい募金運動の推進（１２月）  

 
11．福祉団体活動の援助協力 
（１）老人クラブ連合会  
（２）遺族会   
（３）シルバー人材センター 
（４）西白河郡遺族連合会 

（社協会長杯グラウンドゴルフ大会） 

（配食サービス事業） 

（福祉まつり） 

（富士ホールディングス㈱のみなさん） 

（買い物ツアー事業） 
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社協だより （７） 第５０号 

           

                                                                              
拠点
区分 

 サービス区分 収入金額① 支出金額② 差異（①－②） 

社会福祉事業（全体） 163,608,716 150,302,670 13,306,046 

地 
域 
福 
祉 
事 
業 

法人運営事業 7,005,798 5,183,704 1,822,094 
福祉活動専門員等設置事業 39,231,656 39,231,656 0 
福祉センター管理運営事業 34,603,571 34,603,571 0 
在宅介護支援センター管理運営事業 390,500 390,500 0 
ふれあいの家管理運営事業 743,056 743,056 0 
高齢者世帯訪問事業 35,906 35,906 0 
地域包括支援センター事業 13,165,074 13,165,074 0 
生活援助資金貸付事業 175,617 0 175,617 

小 計 95,351,178 93,353,467 1,997,711 
介  
護 
保 
険 
事 
業 

介護予防支援事業 6,249,431 2,500,000 3,749,431 
居宅介護支援事業 22,493,102 19,687,329 2,805,773 
訪問介護事業 9,223,800 7,390,244 1,833,556 
通所介護事業 30,291,205 27,371,630 2,919,575 

小 計 68,257,538 56,949,203 11,308,335 
【一般会計決算書】 
１．収 入                    （単位：円） ２．支 出                 （単位：円） 

 

 

 

大  区  分 決算額 
１．人件費支出 90,849,051 
２．事業費支出 29,575,306 
３．事務費支出 19,661,783 
４．貸付事業等支出 0 
５．共同募金配分金事業費 1,272,171 
６．負担金支出 10,000 
７．固定資産取得支出及び繰入支出 178,200 
８．積立資産支出 0 
９．サービス区分間繰入金支出 4,800,000 
10．その他の活動による支出  3,956,159 
予備費 0 

合   計 150,302,670 

大  区  分 決算額 
１．会費収入 1,508,000 
２．寄附金収入 610,000 
３．経常経費補助金収入 26,706,758 
４．受託金収入 49,823,767 
５．貸付事業収入 50,000 
６．事業収入 274,050 
７．介護保険事業収入 38,575,650 
８．障害福祉サービス等事業収入 8,010 
９．受取利息配分金収入  600 
10．その他の収入 4,094,604 
11．施設整備等補助金収入 0 
12．施設整備等寄付金収入 0 
13．積立資産取崩収入 5,173,469 
14．サービス区分間繰入金収入 4,800,000 
15．その他活動による収入 14,471,930 
前期末支払資金残高 17,511,878 

合   計 163,608,716 

令和５年度 決算書 
【総括表】 （単位：円） 
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社協だより （８） 第５０号 

●●中中島島村村社社会会福福祉祉協協議議会会役役員員等等紹紹介介  

地域の福祉ニーズが多様化・複雑化するなか、社会福祉法人は福祉サービスの中核的な担い手として、地域住

民が日々の生活で必要とする様々な福祉サービスを提供し、支援することが期待されています。 

中島村社会福祉協議会も社会福祉法人の一員として、継続的なサービス提供のために適正な運営に努めるとと

もに、地域福祉の推進を図ってまいります。 

適正運営と組織のガバナンス強化のため、地域の代表の方々に役員を務めていただいております。  

（１）理 事 （任期：令和６年度の決算に関する定時評議員会の終結の時まで） 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

会 長 加藤 幸一 村長 理 事 村上 剛 ひかりの里施設長 

副会長 髙村 茂 民生児童委員協議会長 理 事 髙久 重夫 老人クラブ連合会長 

理 事 矢内 宏 商工会長 理 事 小室 辰雄 村議会議長 

理 事 小松 道男 保護司 理 事 国井たまみ 保健福祉課長 

理 事 有松 徳一 人権擁護委員 理 事 面川 三雄 教育長 

（２）監 事 （任期：令和６年度の決算に関する定時評議員会の終結の時まで） 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

監 事 髙久 健阿 元社会福祉協議会事務局長 監 事 小池 令子 前社会福祉協議会副会長 

（３）評議員 （任期：令和６年度の決算に関する定時評議員会の終結の時まで） 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

評議員 水野谷剛夫 区長会長 評議員 畠 山 栄 シルバー人材センター理事長 

評議員 小室 隆一 教育委員 評議員 芳賀 幸子 日赤奉仕団委員長 

評議員 仁科 美幸 民生児童委員協議会副会長 評議員 塩田 哲弥 JA夢みなみ中島支店長 

評議員 大木 厚子 民生児童委員協議会主任児童委員  評議員 八代 陽子 睦会長 

評議員 木村 秋夫 交通安全協会長 評議員 齋藤 満 住民生活課長 

評議員 小針 悦吾 遺族会長    

（４）評議員選任・解任委員（任期：令和６年度の決算に関する定時評議員会の終結の時まで） 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

外部委員 宮本 直人 前民生委員協議会副会長 監 事 小池 令子 社会福祉協議会監事 

外部委員 緑川 正行 前社会福祉協議会監事 事務局員 久保田勝紀 社会福祉協議会事務局長 

監 事 髙久 健阿 社会福祉協議会監事    
  

●●中中島島村村社社会会福福祉祉協協議議会会第第三三者者委委員員紹紹介介  

社会福祉協議会に対する苦情解決に社会性、客観性を確保し、利用者の立場や特性に配慮した適切な対応を推

進するために選任されております。 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

第三者委員 相楽高徳 元保健福祉課長 第三者委員 高久弘彌 元民生児童委員協議会副会長 

（任期：令和６年４月１日より令和８年３月３１日まで） 

社協だより （９） 第５０号 

令和６年度『赤い羽根共同募金運動』がはじまります。 

『赤い羽根 笑顔とエールの思い込め』 

（令和６年度赤い羽根共同募金運動スローガン最優秀賞） 

赤い羽根共同募金とは 

令和６年１０月１日から全国一斉に『赤い羽根共同募金』運動が始まります。 

昨年寄せられた募金 1，1７７，０５５円のうち３８２，０００円が県内の社会福祉施設等の団体に

配分され、残りの７９５，０５５円が当社協の下記の事業の活動費として使われます。 

赤い羽根募金は、「じぶんの町を良くするしくみ。」です。 
共同募金運動は、第二次世界大戦後、1947 年（昭和22 年）に市民主体の「国民たすけ

あい運動」として始まりました。この第1 回目の共同募金運動では、およそ6 億円（現在

の貨幣価値にすると1,200 億円相当）の寄付金が寄せられ、戦災孤児や戦災で損害を受け

た福祉施設を中心に支援が行われました。 

その後、1951 年（昭和26 年）に「社会福祉事業法」（現在の「社会福祉法」）が制定さ

れ、その中で、民間の社会福祉事業の健全な発展を図るために、法的に共同募金が定義づけ

られました。 

現在では社会福祉法に定められた「地域福祉の推進」を目的に、様々な地域課題の解決に

取り組む民間団体を支援する「じぶんの町を良くするしくみ」として毎年実施されていま

す。 

老人福祉活動事業 （188,000 円） 

・配食サービス

・中島村老人クラブ連合会への助成

・中島村遺族会への助成

障害児・者福祉活動事業（3,000 円） 

・福祉機器（車いす・押し車）の貸し出し

・車いす送迎車貸出事業

福祉育成・援助活動事業 

（４１０,０５５円） 

・福祉まつりの開催

・無料法律相談所の開設

・社協だよりの発行

ボランティア活動育成事業 

（1９４,000 円） 

・ボランティア普及活動（小学校）への助成

・買い物ツアー事業

・福祉ボランティアポイント事業

【お問い合わせ先】 

中島村社会福祉協議会・中島村共同募金委員会 

TEL 0248-52-3400 
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社協だより （８） 第５０号 

●●中中島島村村社社会会福福祉祉協協議議会会役役員員等等紹紹介介  

地域の福祉ニーズが多様化・複雑化するなか、社会福祉法人は福祉サービスの中核的な担い手として、地域住

民が日々の生活で必要とする様々な福祉サービスを提供し、支援することが期待されています。 

中島村社会福祉協議会も社会福祉法人の一員として、継続的なサービス提供のために適正な運営に努めるとと

もに、地域福祉の推進を図ってまいります。 

適正運営と組織のガバナンス強化のため、地域の代表の方々に役員を務めていただいております。  

（１）理 事 （任期：令和６年度の決算に関する定時評議員会の終結の時まで） 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

会 長 加藤 幸一 村長 理 事 村上 剛 ひかりの里施設長 

副会長 髙村 茂 民生児童委員協議会長 理 事 髙久 重夫 老人クラブ連合会長 

理 事 矢内 宏 商工会長 理 事 小室 辰雄 村議会議長 

理 事 小松 道男 保護司 理 事 国井たまみ 保健福祉課長 

理 事 有松 徳一 人権擁護委員 理 事 面川 三雄 教育長 

（２）監 事 （任期：令和６年度の決算に関する定時評議員会の終結の時まで） 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

監 事 髙久 健阿 元社会福祉協議会事務局長 監 事 小池 令子 前社会福祉協議会副会長 

（３）評議員 （任期：令和６年度の決算に関する定時評議員会の終結の時まで） 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

評議員 水野谷剛夫 区長会長 評議員 畠 山 栄 シルバー人材センター理事長 

評議員 小室 隆一 教育委員 評議員 芳賀 幸子 日赤奉仕団委員長 

評議員 仁科 美幸 民生児童委員協議会副会長 評議員 塩田 哲弥 JA夢みなみ中島支店長 

評議員 大木 厚子 民生児童委員協議会主任児童委員  評議員 八代 陽子 睦会長 

評議員 木村 秋夫 交通安全協会長 評議員 齋藤 満 住民生活課長 

評議員 小針 悦吾 遺族会長    

（４）評議員選任・解任委員（任期：令和６年度の決算に関する定時評議員会の終結の時まで） 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

外部委員 宮本 直人 前民生委員協議会副会長 監 事 小池 令子 社会福祉協議会監事 

外部委員 緑川 正行 前社会福祉協議会監事 事務局員 久保田勝紀 社会福祉協議会事務局長 

監 事 髙久 健阿 社会福祉協議会監事    
  

●●中中島島村村社社会会福福祉祉協協議議会会第第三三者者委委員員紹紹介介  

社会福祉協議会に対する苦情解決に社会性、客観性を確保し、利用者の立場や特性に配慮した適切な対応を推

進するために選任されております。 

役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  役役  職職  氏氏    名名  区区    分分  

第三者委員 相楽高徳 元保健福祉課長 第三者委員 高久弘彌 元民生児童委員協議会副会長 

（任期：令和６年４月１日より令和８年３月３１日まで） 

社協だより （９） 第５０号 

令和６年度『赤い羽根共同募金運動』がはじまります。 

『赤い羽根 笑顔とエールの思い込め』 

（令和６年度赤い羽根共同募金運動スローガン最優秀賞） 

赤い羽根共同募金とは 

令和６年１０月１日から全国一斉に『赤い羽根共同募金』運動が始まります。 

昨年寄せられた募金 1，1７７，０５５円のうち３８２，０００円が県内の社会福祉施設等の団体に

配分され、残りの７９５，０５５円が当社協の下記の事業の活動費として使われます。 

赤い羽根募金は、「じぶんの町を良くするしくみ。」です。 
共同募金運動は、第二次世界大戦後、1947 年（昭和22 年）に市民主体の「国民たすけ

あい運動」として始まりました。この第1 回目の共同募金運動では、およそ6 億円（現在

の貨幣価値にすると1,200 億円相当）の寄付金が寄せられ、戦災孤児や戦災で損害を受け

た福祉施設を中心に支援が行われました。 

その後、1951 年（昭和26 年）に「社会福祉事業法」（現在の「社会福祉法」）が制定さ

れ、その中で、民間の社会福祉事業の健全な発展を図るために、法的に共同募金が定義づけ

られました。 

現在では社会福祉法に定められた「地域福祉の推進」を目的に、様々な地域課題の解決に

取り組む民間団体を支援する「じぶんの町を良くするしくみ」として毎年実施されていま

す。 

老人福祉活動事業 （188,000 円） 

・配食サービス

・中島村老人クラブ連合会への助成

・中島村遺族会への助成

障害児・者福祉活動事業（3,000 円） 

・福祉機器（車いす・押し車）の貸し出し

・車いす送迎車貸出事業

福祉育成・援助活動事業 

（４１０,０５５円） 

・福祉まつりの開催

・無料法律相談所の開設

・社協だよりの発行

ボランティア活動育成事業 

（1９４,000 円） 

・ボランティア普及活動（小学校）への助成

・買い物ツアー事業

・福祉ボランティアポイント事業

【お問い合わせ先】 

中島村社会福祉協議会・中島村共同募金委員会 

TEL 0248-52-3400 
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社協だより （10） 第 50号 

★★ ★★

★★ ★★

 

お手伝い内容 

掃除、簡単な家事、買い物、ゴミ捨て、精米、除雪、除草（玄関から道路までの歩くとこ

ろ）、通院の付き添い（車の同乗、身体的介護は不可）など、３０分程度でできる簡単な

作業  

利用できる方 ①村内在住の６５歳以上の方 ②障がいのある方 ③その他必要と認める方

利 用 料 金 ３０分 ３００円 週１回まで 

利用のしかた 

担当者が事業説明のため自宅へ訪問します。まずは中島よかっぺ助け隊 

事務局に電話でご相談ください。 

☏５１－１７７３ 中島よかっぺ助け隊事務局（中島村地域包括支援センター内）

「中島よかっぺ助け隊」は“困ったときはお互いさま”の精神から生まれた『有償ボランティ

ア事業』です。日常生活の“ちょっとした困りごと”のお手伝いが必要な方の自宅に、「お助け

隊員」が訪問して、お手伝いをします。 

オオレレンンジジののユユニニホホーームムがが目目印印でですす。。皆さんの地区のゴミ捨て場等にもお邪魔することがありま

す。みなさんの近くで活動している際には、お気軽にお声掛けください！！ 
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各地区サロンで独自に年間計

画を考え、役場見学や出前講

座、体操等をみなさんで楽しく

行っています♪ 

各地区サロンでは、随時新規参

加者を募集しています！ 

興味のある方は、見学からでも

結構です。是非一度、サロンに参

加してみてください！！ 

中島村地域包括支援センターの活動 

小学校で認知症サポーター養成講座を開催 

 

～ふれあいカフェ開催中～ 

 

 

 

中島村ふれあいサロン 

吉子川小学校 4 年生の皆さん 

滑津小学校 4 年生の皆さん 

 

『ふれあいカフェ』は、地域のみなさんが「はなしをする」

「はなしを聞く」「認知症について知る」「介護の話をする」

ことができる地域の交流場所です。 

場所・時間：ふれあいの家・毎月最終木曜日 10 時～12 時 

「ものわすれ」など認知症について聞きたいときには相談ス

タッフもおりますのでお気軽にお声かけください。参加された

皆さんはお話をしたり、麻雀をしたり、様々です。皆さんで軽

食を食べたりしています。ぜひ参加してください。 

認知症がどのような 病気かを理解し、どの

ように接したらよいかを先生と一緒にロー

ルプレイを行いました。 どのように話し、対

応をしたらよいか、など皆で考え、発表し

ました。 

「困っている認知症の人をたすけたい」 

「認知症のことがわかってよかった」 

「今日、学んだことを活かしたい」 

児童の皆さんからさまざまな感想がありました。 
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社協だより （１２） 第５０号 

 

●正職員（保健師または正看護師） 

 

◆職種・人員  保健師または正看護師１名 

◆勤 務 場 所  中島村社会福祉協議会（総合福祉センター内） 

◆勤 務 内 容  地域包括支援センターにおける保健師業務等 

◆給    与  給与月額1８９,６00円～2４２,８00 円 

◆諸 手 当 等  通勤手当、資格手当、扶養手当、 

住居手当、期末・勤勉手当（本会規定により支給） 

◆勤 務 時 間  午前８時３０分～午後５時１５分（内 休憩１時間） 

◆休   日   完全週休二日制、有給休暇・夏季休暇（5日）その他特別休暇あり 

◆退 職 金   規定に基づき、退職共済に加入することができます。 

◆年齢・資格等  保健師または看護師の資格取得者 

 

●嘱託職員（介護支援専門員） 

 

◆職種・人員  介護支援専門員（ケアマネージャー）１名 

◆勤 務 場 所  中島村社会福祉協議会（総合福祉センター内） 

◆勤 務 内 容  居宅介護支援事業所における居宅介護支援業務等 

◆給    与  給与月額1７７,６00円～2２３,７00円 

◆諸 手 当 等  通勤手当、資格手当、賞与（本会規程により支給） 

◆勤 務 時 間  午前８時３０分～午後５時１５分（内 休憩１時間） 

◆休    日  完全週休二日制、有給休暇・夏季休暇（5日）その他特別休暇あり 

◆雇 用 期 間  令和７年３月３１日（雇用更新の可能性あり） 

◆年齢・資格等  介護支援専門員（ケアマネージャー）の資格取得者 

◆その他     パート勤務も可 

 

 

【スタッフ一同より】 

               一緒に働いてみませんか。待っています。 

                

              【お問い合わせ】 

               中島村社会福祉協議会 

               ＴＥＬ ０２４８－５２－３４００ 


